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生産能力：年産55MW（H19）→70MW（H20）
→150MW（一般家庭50,000世帯分）（H22）

CO2を出さない
発電機器 販売による利益

太陽電池の製造

私たちの夢にふさわしい場所。
それが、コウノトリのいる豊岡です。

⇒

廃棄物減少
＋CO2削減

販売による利益
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栽培面積の増加
コウノトリ育む農法による水稲作付面積

～環境と経済が共鳴～
環境経済シンポジウムを開催します

　環境を良くするビジネスで利益が生まれること
により、環境と経済が互いに発展しあう事業のこ
とです。

　農薬に頼らず、農業をしながらコウノトリなど
の生きものを育む“コウノトリ育む農法”で栽培
されたお米は、一般のお米より２～５割程度高い
価格で取引されています。また、栽培面積も年々
増加しています。

◆日時　11月22日（木）午後１時30分～４時15分
◆場所　豊岡市民プラザ　ほっとステージ（大手町）
◆内容　
　・第１部
　　講演「環境と経済が共
　　鳴するまちづくり」
　　講師　東京都市大学

教授　涌
わく
井
い
史

郎さん
　　　　　（TBSサンデー

モーニングな
どに出演）

　・第２部　
　　　①環境経済認定事業紹介
　　　②パネルディスカッション（涌井教授、
　　　　中貝市長、市内若手経営者）
◆定員　200人
◆申込方法　電話、ファックス、またはメール
　　　　で申し込みください。
◆申込期限　11月16日（金）
◆申込み・問合せ　　
　　　　経済課経済係☎23-4480 FAX22-3872

①環境創造型農業“コウノトリ育む農法”

　・栽培面積の増加

　・太陽電池の製造

　・ペットボトルをビニール袋に

②コウノトリツーリズム

③製造業等の取り組み環境経済事業とは…

環境経済事業

イメージ図

利益が生まれる 環境が良くなる

環境経済事業の代表的な成功事例

環境経済シンポジウム

　平成17年の放鳥を機に、県立コウノトリの郷公
園の入園者数は、毎年30万人以上と、２倍以上に
増加しています。コウノトリを目的とする観光客
の市内での消費支出に伴う経済効果は、年間約10
億円程度になると試算されています（平成21年　慶
應義塾大学教授　大沼氏等による）。
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▲涌井史郎さん
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市
で
は
、
地
域
・
運
行
事
業
者
と
の
協
働
で
、
大
切
な
地
域
の
公

共
交
通
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
と
し
て
実
施
し
た
、
神
鍋
線「
上

限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

実
験
結
果
お
よ
び
今
後
の
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

　
　

〜
年
間
利
用
者
数
は
目
標
の
72
・
7
%
に
留
ま
る
〜

　
利
用
者
数
8
万
7
9
9
2

人
は
、
実
験
開
始
前
（
年
間

6
万
3
2
0
4
人
）に
比
べ
、
約

40
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

実
験
目
標（
年
間
12
万
1
千
人
）に

対
し
て
は
、
72
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の

達
成
率
で
し
た
。

　
目
標
に
対
し
て
3
万
3
千
人
程

度
不
足
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

結
果
で
す
。

 

利
用
状
況
は
?　

　
日
々
の
利
用
や
定
期
券
の
購
入

な
ど
の
状
況
か
ら
、
高
校
生
の
通

学
利
用
の
増
加
が
分
か
る
一
方
で
、

一
般
の
方
の
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
転

換
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
今
年
5
月
に
沿

線
地
区
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト（
約
7
割
の
方
が
、
期
間
中

に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
）か
ら
も

推
察
で
き
ま
す
。

 

今
後
の
取
組
み

　
利
用
状
況
の
さ
ら
な
る
分
析
を

行
う
と
と
も
に
、
地
元
で
の
意
見

交
換
を
実
施
し
、
平
成
25
年
4
月

以
降
の
神
鍋
線
の
あ
り
方
を
検
討

し
ま
す（
2
月
頃
に
一
定
の
方
向

性
を
示
し
ま
す
）。

　
引
き
続
き
神
鍋
線
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○
運
賃
を「
上
限
2
0
0
円
」に
設

定
。
小
児
は
半
額
、
身
体
障
害

者
割
引
も
適
用

○
平
日
朝
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
便
や
午

後
9
時
江
原
駅
発
最
終
便
を
含

め
、
約
1
時
間
間
隔
で
運
行

○
沿
線
施
設
で
料
金
の
割
引
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ

る「
神
鍋
線
応
援
団
」も
引
き

続
き
利
用
可
能

○
神
鍋
高
原
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
、

お
得
に
周
遊
で
き
る「
一
日
乗

車
券
」が
車
内
で
購
入
可
能

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル

機
器
が
使
え
る「
車
内W

ワ
イi-F

フ
ァ
イi

」

の
設
置
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
神
鍋
線
を
未

来
に
残
す
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
、
自
分
に
合
っ

た
方
法
で
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、

地
域
を
挙
げ
た
取
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　
10
月
5
日
、
来
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る「
清
滝
小
学
校
・
西
気
小
学

校
」の
統
合
に
向
け
、
西
気
小
学
校

の
児
童
32
人
が
、
バ
ス
利
用
の「
通

学
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
統
合
後
、
現
西
気
小
学
校
に
通

う
全
児
童
は
、
清
滝
小
学
校
ま
で

バ
ス
を
利
用
し
て
登
校
す
る
予
定

で
す
。

　
訓
練
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
宅

近
く
の
バ
ス
停
か
ら
順
次
バ
ス
に
乗

車
し
ま
し
た
。

▲西気小学校児童のバス通学訓練

評
価
の
対
象
期
間（
平
成
23
年
10

月
〜
平
成
24
年
9
月
）が
終
了
！

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」は

3
月
末
ま
で
運
行
し
ま
す

西
気
小
学
校
の
児
童
が

バ
ス
通
学
訓
練
を
開
始
！

「
未
来
へ
の
責
任
」を果

た
す
た
め
に

≪上限200円バス
　　　　　社会実験結果≫
実　績 87,992人

目　標 121,000人

比　較 △33,008人

達成率 72.7%

運行便数 7,608便

１便平均 11.6人

目標と利用実績との対比
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